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DataSpider Studio for Webの不具合のご報告 

 
 

平素より、テクニカルサポートサービスをご利用いただき、誠にありがとうございます。 
DataSpider Servista 4.2 SP2 において、DataSpider Studio for Webに以下の事象が判明したた

めご報告申し上げます。Studio for Webをご利用のお客様は、以下内容をご確認ください。 
 

－記－ 
  

1. 対象製品及びバージョン 
- DataSpider Servista Advanced Server Package 4.2 SP2 以降 
- DataSpider Servista Basic Server Package 4.2 SP2以降 
- DataSpider Servista Select 4.2 SP2以降 

 
2. 影響範囲 
- DataSpider Studio for Web 

※DataSpider Studio (デスクトップ版 Studio)には影響はございません。 
 

3. 発生事象 
① 未編集のスクリプトのバージョンが増加する。 
② Mapperが破損し不整合が発生する。 

 
4. 発生条件 

① 未編集のスクリプトのバージョンが増加する。 
プロジェクトに複数のスクリプトが存在する場合、あるスクリプトを編集してバージョ
ンが増える操作をすると、編集していない他のスクリプトのバージョンも増えます。 
スクリプトのバージョンが増える操作は以下となります。 
・チーム開発有効の場合 
プロジェクトをコミットせずにスクリプトを実行し、その後コミットする。 

・チーム開発無効の場合 
プロジェクトを保存せずにスクリプトを実行し、その後保存する。 
 

上記操作により更新マークが表示されていない未編集スクリプトのバージョンが増加
します。 
また、事象①の発生により、次ページ記載の事象②の発生条件の 3点目（スクリプトを
デザイナで開かずに編集して保存する）に該当する状態となり、②の不具合事象が発生
する場合があります。 
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② Mapperが破損し不整合が発生する。 

以下のすべてを満たす場合に発生します。 
- DataSpider Servista 4.1 未満で作成したスクリプトを 4.2SP2に移行している 
- そのスクリプト内のMapperで「CSVファイルによる置換」ロジックまたは、「連結」

ロジックを使用している 
- そのスクリプトをデザイナで開かずに変更して保存する 

※ 例えば、プロジェクトエクスプローラでスクリプト変数の追加や、初期値を変更
し保存する。および、上記①によりスクリプトのバージョンが上がり保存される
場合。 

 
5. 回避策 

以下いずれかの方法で回避可能です 
・ DataSpider Studioを使用する。 
・ チーム開発有効時は、DataSpider Studio for Webのデザイナでスクリプトを開き編集・

保存後、コミット前にプロジェクトを開き直す。 
・ チーム開発無効時は、DataSpider Studio for Webのデザイナでスクリプトを開き編集後

に保存してからスクリプトを実行する。 
 

6. 今後の対応 
 本件の不具合の修正は、以下のサービスパックにて予定しております。 
 DataSpider Servista 4.2 SP9 
リリース予定：2021年 4月 

 
7. 当ご案内に関する問い合わせ先 

技術サポートサービス契約先にお問い合わせください。 
 

以上 
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